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地球外における溶岩チューブについて：将来月火星探査への提案をふまえて

Study on extra-terrestrial lava tube with proposals for future explorations of the Moon and
Mars
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　溶岩チューブの痕と思われる構造は、月で見つかっていたが、最近、火星においても、アメリカやヨーロッパの探
査機データにおいて見つかっている。もし、火星において溶岩チューブがあれば、かつてそこを水がながれたかもしれ
ない。そして、その結果、物質の離散集合プロセスが働いたかもしれない。溶岩チューブ構造探査が望まれる。
　現在、我々は月における溶岩チューブ構造を、SELENEデータの中に探索するとともに、月火星着陸移動における

溶岩チューブ構造探査を提案している。探査では、周回着陸において、イメージングならびにレーダサウンディング探
査を行うとともに、着陸後ローバを穴構造近くに近づけた後、内部を光学観測しようというものである。
　本講演では、地中レーダやリモートセンシングにおける溶岩チューブ存在の推定など、溶岩チューブ探査に関わる

いくつかのこれまでの研究などもふまえ、月火星における溶岩チューブ探査についてのコンセプトなども述べてみたい。


